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昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十
六
日
提
出 

質

問

第

一

五
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

高
松
国
税
局
の
不
当
な
行
政
措
置
及
び
権
利
の
濫
用
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十
六
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

益 

谷 
秀 

次 

殿 

提
出
者 

小 

川 

豊 

明 

 

一 

 



 

伊
豫
三
島
市
高
石
準
一
は
、
控
訴
人
と
し
て
被
控
訴
人
高
松
国
税
局
長
を
相
手
取
つ
て
高
松
高
等
裁
判
所
に
控

訴
中
の
公
売
処
分
取
消
請
求
事
件
は
、
昭
和
三
十
年
三
月
十
日
高
松
国
税
局
長
敗
訴
の
判
決
と
な
り
、
五
月
一
日

判
決
書
を
交
付
さ
れ
、
そ
の
内
容
、
事
実
が
明
白
に
な
つ
た
。 

こ
の
審
理
、
経
過
及
び
そ
の
後
に
お
け
る
高
松
国
税
局
の
行
政
措
置
、
態
度
に
つ
い
て
不
当
性
、
権
利
の
濫
用

並
び
に
憲
法
違
反
の
疑
義
が
充
分
に
あ
る
の
で
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。 

一 

伊
豫
三
島
市
高
石
準
一
の
工
場
、
宅
地
一
千
百
九
十
二
坪(

四
筆)

が
高
松
国
税
局
に
よ
つ
て
差
し
押
え
ら
れ

た
が
、
差
押
調
書
送
達
日
が
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
で
公
売
日
が
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
で

あ
る
。
こ
れ
は
国
税
徴
収
法
が
こ
の
期
間
を
十
日
間
と
い
う
不
変
期
間
と
し
て
定
め
て
い
る
の
に
、
五
日
の
日

数
不
足
を
も
つ
て
差
押
え
を
行
な
つ
て
い
る
。 

二 

同
時
に
高
松
国
税
局
は
、
高
石
準
一
所
有
の
工
場
建
物
二
百
六
十
坪
（
九
棟
）
に
対
し
て
差
押
え
を
し
た
が
、 

高
松
国
税
局
の
不
当
な
行
政
措
置
及
び
権
利
の
濫
用
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

土
地
建
物
等
の
不
動
産
は
差
押
調
書
の
送
達
に
よ
つ
て
、
そ
の
差
押
の
効
力
は
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
右
の
建
物
九
棟
の
登
記
謄
本
は
次
の
ご
と
く 

三 

し
か
る
に
機
械
類
六
、
七
十
点
及
び
附
属
機
械
多
数
は
国
税
徴
収
法
に
封
印
そ
の
他
に
よ
り
占
有
す
べ
き
も

の
で
あ
る
に
差
押
え
を
し
な
い
。 

こ
の
差
押
え
に
は
差
押
調
書
送
達
の
証
拠
が
な
い
。
し
た
が
つ
て
法
律
上
差
押
効
力
の
発
生
し
て
い
な
い
ま
ま

差
押
え
を
強
行
し
て
い
る
。 

改
ざ
ん
の
後
が
あ
り
、
事
後
に
訂
正
し
た
か
あ
る
い
は
宅
地
四
筆
の
差
押
登
記
が
建
物
九
棟
の
差
押
登
記
と

両
者
同
一
日
時
、
同
一
要
領
に
よ
る
差
押
え
の
登
記
嘱
託
で
あ
る
と
誤
信
し
た
重
大
な
過
失
が
存
す
る
。 

「
昭
和
二
十
六
年
九
月
六
日
の
登
記
簿
謄
本
」 

  

写 正 

四 

 



 

五 

さ
か
の
ぼ
つ
て
こ
の
差
押
え
当
時
、
株
式
会
社
伊
豫
銀
行
三
島
支
店
長
小
島
常
一
は
税
務
署
に
よ
つ
て
公
売

し
て
も
ら
へ
ば
銀
行
は
手
間
が
は
ぶ
け
て
便
利
で
あ
る
か
ら
や
つ
て
も
ら
い
た
い
と
請
託
し
、
税
務
署
長
福
家

五
百
里
も
銀
行
の
小
島
支
店
長
が
来
訪
し
て
請
託
あ
つ
た
と
認
め
て
い
る
。 

五 

 

六 

公
売
日(

二
十
五
日)

の
前
日(
二
十
四
日)

に
税
務
署
の
担
任
横
山
事
務
官
が
入
札
者
（
唯
一
人
の
入
札
参
加

者
）
宅
を
尋
ね
て
物
件
の
価
格
を
参
考
に
聞
い
た
と
証
言
し
、
入
札
社
員
の
岡
崎
整
吾
と
横
山
事
務
官
と
の
間

に
二
百
万
円
以
下
で
落
札
と
い
う
約
束
を
交
し
た
。
こ
う
し
て
横
山
事
務
官
は
岡
崎
に
土
地
建
物
そ
の
他
の
価

格
を
秘
密
え
い
泄
し
、
そ
れ
に
は
株
式
会
社
伊
豫
銀
行
も
連
絡
関
与
し
て
い
る
。 

、

こ
の
事
実
に
つ
い
て
、
高
松
国
税
局
は
二
回
に
わ
た
つ
て
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
五
日
に
公
売
し
た
と
主
張

す
る
が
、
こ
れ
を
立
証
す
る
証
拠
が
な
い
。 

こ
れ
は
前
記
社
員
の
岡
崎
が
、
高
石
準
一
の
土
地
建
物
は
百
七
十
九
万
円
で
入
札
す
る
。
そ
の
中
二
十
二
万
円

は
税
務
署
が
銀
行
に
優
先
徴
収
し
、
右
の
建
物
土
地
に
対
す
る
銀
行
の
抵
当
権
百
五
十
七
万
円
は
銀
行
が
受
け 

、  

 



 

九 

公
売
前
日
の
新
聞
広
告
を
見
て
、
当
日
高
石
準
一
の
代
理
と
し
て
大
西
茂(

押
収
さ
れ
た
工
場
長)

が
優
先
徴

収
分
の
二
十
二
万
円
納
入
方
を
税
務
署
に
行
つ
て
提
供
し
た
が
税
務
署
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
。 

八 

し
か
も
業
者
側
の
入
札
書
の
単
価
金
額
六
十
七
点
は
横
山
事
務
官
が
代
書
を
し
、
合
計
金
額
百
七
十
九
万
円

は
業
者
が
記
入
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
入
札
者
以
外
の
者
で
あ
る
担
当
官
が
記
入
す
れ
ば
変
造
で
あ
る
。 

七 

右
の
疑
点
に
つ
い
て
税
務
署
は
見
積
書(

敷
札)

の
原
本
を
紛
失
し
て
所
有
せ
ず
と
い
う
が
、
見
積
書
は
永
久

保
有
物
で
あ
つ
て
一
見
書
類
と
と
も
に
、
綴
込
を
必
要
と
す
る
も
の
と
思
う
。
な
お
こ
の
物
件
の
評
価
は
最
高

一
千
二
百
三
十
七
万
八
千
百
五
十
円
、
最
低
五
百
二
十
八
万
円
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
評
価
の
平
均
額
八
百
七

十
二
万
三
千
円
と
公
売
の
百
七
十
九
万
円
と
の
比
は
約
四
・
九
分
の
一
で
あ
る
。 

十 

こ
れ
ら
の
諸
事
実
に
は
公
売
と
い
う
国
家
公
権
力
の
下
に
、
一
民
間
銀
行
の
請
託
に
よ
つ
て
一
人
（
特
定
者
）

の
入
札
者
に
謀
議
に
よ
り
、
不
法
に
工
場
を
目
的
と
し
た
公
売
処
分
の
濫
用
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
同
時
に
買 

取
る
入
札
価
格
は
こ
の
両
者
の
合
計
総
額
と
し
て
算
出
さ
れ
た
。 

六 

 



 

 

七 

得
者
に
多
額
の
利
得
を
与
え
、
奪
取
さ
れ
た
る
者
に
多
額
の
損
害
を
こ
う
む
ら
し
め
た
こ
と
は
憲
法
第
二
十
九

条
に
反
す
る
明
確
な
違
法
処
分
で
あ
る
。 

十
一 

以
上
の
諸
点
に
よ
つ
て
、
国
税
局
の
職
権
濫
用
、
憲
法
違
反
の
事
実
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
年
の

長
き
に
わ
た
つ
て
争
訟
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
高
松
高
裁
は
昭
和
三
十
年
三
月
十
日
、
高
松
国
税
局
の
敗
訴
を

判
決
し
た
。 

と
こ
ろ
が
そ
の
後
に
お
い
て
高
松
国
税
局
は
理
由
な
し
の
上
告
を
し
争
訟
を
継
続
す
る
の
態
度
に
出
て
き 

た
。
こ
の
こ
と
は
、
長
年
月
の
訴
訟
に
よ
つ
て
精
神
的
に
も
財
政
的
に
も
疲
弊
し
て
い
る
個
人
に
対
し
て
、
行

政
庁
が
国
家
と
い
う
公
権
力
を
背
景
に
し
て
圧
迫
す
る
こ
と
で
、
明
ら
か
に
権
利
の
濫
用
と
考
え
ら
れ
る
が
ど

う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


